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発達期片麻痺の運動障害-2

横地健治

1d周生期右中大脳動脈梗塞 1d

左内反

女子の手

左肩外旋

手掌中央の陥凹

左極軽片麻痺
右不器用
知的障害なし

11m
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左が悪い11m

1y6m
3m

↑
股伸展荷重制限･上肢伸展常
時筋収縮状態がこの時期のみ
に認められる

左上肢
・股屈曲過活動･上肢屈曲常時筋収縮状態
・分離運動制限

右上肢
軽微な股屈曲過活動があるか

上肢屈曲常時筋収縮状態と
上肢共同運動

静止位~
運動開始位

肩さき前方移動
肩挙上
肩伸展
肩内転
肘屈曲～

手を前下方へ

• 肩屈曲↓ 肘伸展↓ 前腕回内↑
• 肘伸展と前腕回内の連動

手を前側下方へ

• 肩屈曲↓ 肘伸展↓ 前腕回内↑

手を前上側方へ

• 肩外転↓ 肘伸展↓ 
• 肘伸展と肩内転の連動

手を側上側方へ

→
肩屈曲･水平内転･外旋と
肘伸展の連動
*肩外転と肘伸展の連動を避

ける

• 肩外転↓ 肘伸展↓ 
• 肘伸展と肩外転の限定的連動

手を側下方~側後方へ

• 肘伸展↓ 前腕回内↑ 
• 肘伸展位に連続する

➢ 股屈曲過活動･上肢屈曲常時筋収縮状
態が優勢であり、股伸展荷重制限･上
肢伸展常時筋収縮状態はみえずらい

➢ 分離運動制限･上肢屈曲共同運動常時
筋収縮状態は股屈曲過活動･上肢屈曲
常時筋収縮状態にマスクされる

➢ 優勢な上肢屈曲常時筋収縮状態により
Blunnstrom上肢共同運動の適用は制約
される
✓肘伸展と肩外転が不完全となる

➢ 分離運動制限･上肢伸展共同運動常時
筋収縮状態は、年を経て、前腕回内で
みえやすい

これは例外的

伸展共同運動
の始まり
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3m

右leg lift

5ｍ

11m

4y7m

左股過屈曲に伴うleg 
lift様膝伸展は分離運動
とみなさない

左下肢運動は共同運動 両股屈曲強い
両股外転外旋強い

両下肢伸展位保持

右下肢伸展

右下肢伸展･
足内返し

右股内転内旋･足底屈

割り座
左は股膝伸展あり

左下肢
・股屈曲過活動･下肢屈曲常時筋収縮状態
・股伸展荷重制限･下肢伸展常時筋収縮状態
・分離運動制限

右下肢
・股屈曲過活動
・股伸展荷重制限

左下肢は外方に伸ばしてから股内転内旋する

左が悪い

3d1y7m

骨盤前方突き出し
つま先立ち
↑股伸展荷重制限･下肢伸展常時筋収縮

状態による

右肘位の偏位
はない

左先行半身歩行
右股外転外旋･膝屈曲･足底屈で着地し、
右股内転内旋で踏み切る

共同運動を利用する

両股過屈曲→
伸展の跳び降り

右上肢
・股屈曲過活動･上肢屈曲常時筋収縮状態
・分離運動制限 ともに軽度
右下肢 軽度
・股屈曲過活動･下肢屈曲常時筋収縮状態
・股伸展荷重制限
・分離運動制限

左上肢：正
左下肢 軽度
・股屈曲過活動･下肢屈曲常時筋収縮状態
・股伸展荷重制限

右が悪い
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鏡像運動

1y0m

・右中大脳動脈領域の孔脳症(CT) 周生期中大脳動脈梗塞か ・独歩1y3m ・12yに左アキレス腱延長術 ・知的障害なし

1y1m

右手支えいざり

右先行歩行
左股外転外旋

1y6m

両股屈曲外転外旋

左肘屈･前腕回内

両手支え跳び上がり立ち

右股外旋伸展
左股内転内旋

左足底屈

2y1m

12y5m
左上肢
・股屈曲過活動･上肢屈曲常時筋収縮状態
・分離運動制限･伸展共同運動常時筋収縮状態
左下肢
・股屈曲過活動･下肢屈曲常時筋収縮状態
・股伸展荷重制限･下肢伸展常時筋収縮状態
・分離運動制限･伸展共同運動常時筋収縮状態

右上肢
軽微な股屈曲過活動

右下肢
・股屈曲過活動
・股伸展荷重制限

左が悪い

・満期 ・独歩 1y7m ・K式（3y1m） CA 86, LS 76

1y3m
過開口

股膝屈曲
 (右>左)

左先行歩行
4y9m

右下肢は小範囲の共同運動
足底屈はなし

1y8m

右手は廃用手状態

ウサギ跳び 

右上肢
・股屈曲過活動･上肢屈曲常時筋収縮状態 進行
・分離運動制限
右下肢
・股屈曲過活動･下肢屈曲常時筋収縮状態 進行
・股伸展荷重制限･下肢伸展常時筋収縮状態
・分離運動制限･伸展共同運動常時筋収縮状態 軽度

左上肢
 軽度な股屈曲過活動
左下肢
・股屈曲過活動
・股伸展荷重制限

右が悪い

7

8



5

• 左側脳室隣接部病変＋
左白質病変

• 右白質低形成もあり

・周生期著変なし ・いざり1y0m（四つ這いせず）、独歩1y7m ・一時的に短下肢装具 ・知的障害なし

2y0m

開脚
骨盤前出し

突然
後に倒れる

健側肩

右肩挙上伸展
前腕回内

左
背屈

右
股膝屈曲

左
内返し

両側
つま先立ち

左から登る

左
内返し

右肘伸展制限
前腕回内

開脚
股膝屈曲

右
外返し

右上肢
側方伸展
前腕回内

左
内返し

右膝
分離屈伸

なし

右手指屈曲 右肘
過屈曲か
過伸展

右肘過屈曲
前腕回内で
手前出し

右手
屈曲

右肘後方
屈曲位

左先行歩行
右股外転外旋位

左手IP屈

尻出し立ち上がり

右が悪い
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3y9m

すぐ走る

右つま先立ち
左外返し
後方に倒れそう

左手屈
右肩外転↓
水平外転↓
肘伸展↓

右肩外転↓
肘伸展↓
前腕回内↓

両側とも回内外変換運動できず

右肘固まる
左肘過大に動く 左母趾背屈

右肘伸展↓
前腕回外↓ 左肘伸展↓

6y1m

骨盤前出し
両側つま先立ち

左≫右

左肘屈

右上肢
・股屈曲過活動･上肢屈曲常時筋収縮状態
・分離運動制限･伸展共同運動常時筋収縮状態
右下肢
・股屈曲過活動･下肢屈曲常時筋収縮状態
・股伸展荷重制限･下肢伸展常時筋収縮状態
・分離運動制限･伸展共同運動常時筋収縮状態

左上肢
軽度な股屈曲過活動

左下肢
・股屈曲過活動
・股伸展荷重制限足底屈は両者の併存

左前腕回内
尺側偏位

右が悪い

・37w, IUGR ・胎生期の右側脳室側方の嚢胞, 鎖肛 ・独歩2y2m ・知的障害なし

c7d

c1y3m

・右側脳室周囲病変→白質低形成 ・左白質病変→低形成

Crossroads
T2高信号著減
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c7d

c1y3m

c7d

c1y3m

・右側脳室周囲病変→白質低形成
・左白質病変→低形成

8m

2y10m

左が悪い
両股屈曲外転

左足底屈

両股膝屈曲
左股内旋
左膝屈曲が強い

左肩内転内旋伸展
肘伸展
前腕回内

左肩内転屈曲
肘伸展
前腕回内

右足背屈
両股膝屈曲 左足底屈

体幹前傾
股膝屈曲
足底屈 左＞右

すぐ走る

右肘屈
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14y3m

左上下肢低形成

鏡像
運動

前腕回外↓

左踏み切り

前腕回外挙上

肘伸展↓
手伸展↓

鏡像運動

体幹前傾
股膝屈曲
足底屈 左＞右

右踏み切り

左上肢
・股屈曲過活動･上肢屈曲常時筋収縮状態
・分離運動制限
左下肢
・股屈曲過活動･下肢屈曲常時筋収縮状態
・股伸展荷重制限･下肢伸展常時筋収縮状態
・分離運動制限･伸展共同運動常時筋収縮状態

右上肢
軽度な股屈曲過活動

右下肢
・股屈曲過活動
・股伸展荷重制限足底屈は両者の併存

左が悪い

・29w ・IVH, 右頭頂葉に血腫 ・いざり9m、独歩2y0m ・知的障害なし

36w

白質障害は両側にあり

脳回寡少とみえるのは、白質容量の減少のため
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c1y4m
左が悪い

左肘伸展
前腕回内

左下肢の蹴りは共同運動のいざり

左肘屈

左膝足伸展

左肘過屈曲
前腕回内

左膝過伸展･足底屈

左膝立て
足底屈

左肩挙上･肩先前

左前腕回内

左膝足伸展

左上肢
側上方挙上

左前腕
回内

左肘屈曲･前腕回内

左股膝屈曲

左手指屈曲

左肘屈曲
前腕回内

左膝過伸展
足背屈 左背屈位

左膝過伸展→屈曲
左足背屈のまま

左上肢前出しで肘伸展･前腕回内

左肩挙上
肩屈曲↓
肘伸展↓左上肢

前下方位では
肘伸展

左手指過伸展
→全指屈曲

左膝伸展
足背屈
足趾屈曲

左は肩内転･肘伸展･前腕回内の共同運動

c1y4m

c3y9m

c5y7m

左上肢
・股屈曲過活動･上肢屈曲常時筋収縮状態
・分離運動制限
左下肢
・股屈曲過活動･下肢屈曲常時筋収縮状態
・股伸展荷重制限
・分離運動制限

右上肢
軽度な股屈曲過活動

右下肢
・股屈曲過活動
・股伸展荷重制限

骨盤前出し
右先行歩行
左股外転外旋

右も前腕回内外ができない
肘固定できず

右手抑制で
左つまみする

左が悪い
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・COL4A1変異 ・独歩1y1m ・軽度ID

2y1m

・尾状核部上衣下出血 ・側脳室周囲病変 左＞右 ・白質低形成 左＞右

2y2m・股膝屈曲 右>左
・足底屈 右＞左
・骨盤前出し
・荷重時右股内転内旋
・右前腕回内･手指屈曲
・左肘屈もあり

右が悪い

強い
股屈曲
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3y0m 右足底屈程度は変動し、荷重機能はかなり高い

右足は
左足の蹴りの
軸足になる

しゃがみ位から前方に進み立ち上がる

右足底屈を左下肢がさばく

スリッパ
が履ける

右が悪い

左下肢荷重の失敗を右下肢が補う

立位から前に踏み出して座る

右足の
踏みしめ

左足の
大股踏み出し

3y0m

5y10m

6y3m
右上肢
・股屈曲過活動･上肢屈曲常時筋収縮状態
・分離運動制限･上肢伸展共同運動常時筋収縮状態
右下肢
・股屈曲過活動･下肢屈曲常時筋収縮状態
・股伸展荷重制限･下肢伸展常時筋収縮状態
・分離運動制限･下肢伸展共同運動常時筋収縮状態 軽症

右下肢交差し荷重

右前腕回内
尺側偏位 左上肢

軽度な股屈曲過活動
左下肢
・股屈曲過活動･下肢屈曲常時筋収縮状態
・股伸展荷重制限･下肢伸展常時筋収縮状態

つま先立ち
右＞左

右が悪い

R

R

R
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・24w, 双胎間輸血-受血児 ・独歩 c1y6m ・軽度知的障害
29w

41w

右白質低形成もあり

胎生期左中大脳動脈梗塞

c7w

・右下肢共同運動 ・両股膝伸展が強い 右>左 ・両上肢伸展が強い

c12w

左leg lift

c4m

左leg lift

右が悪い
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c8m

右股過屈曲連合膝伸展
分離運動leg liftではない

・両下肢とも、股膝屈曲と足底屈の共存 ・右下肢は共同運動
・両上肢とも伸展が強い ・右上肢は前腕回内をとる

右上肢の共同運動

右が悪い

右股内旋

c11m

右足挙げを
左足が助ける

左足蹴りの推進

股屈曲と体幹側屈の連合で右肘を進める

右前腕回内
左肘屈曲

右下肢共同運動位

左下肢伸展位

c1y7m

右股外転外旋
膝反張
足内返し

左先行歩行
右股外転外旋→股内転内旋

骨盤前出し

右が悪い
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c2y1m
c3y9m

右上肢
・股屈曲過活動･上肢屈曲常時筋収縮状態
・股伸展荷重制限
・分離運動制限･上肢伸展共同運動常時筋収縮状態
右下肢
・股屈曲過活動･下肢屈曲常時筋収縮状態
・股伸展荷重制限･下肢伸展常時筋収縮状態
・分離運動制限･下肢伸展共同運動常時筋収縮状態

左上肢
軽度な股屈曲過活動と股伸展荷重制限

左下肢
・股屈曲過活動･下肢屈曲常時筋収縮状態
・股伸展荷重制限･下肢伸展常時筋収縮状態

右前腕回内

右が悪い

・満期 ・独歩 1y3m ・学習障害
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1y1m

左股膝屈曲でたたみ込んで回旋する

左側で手を使おうとする 右半側空間無視？

両側股屈曲
左の方が強い

• 右下肢の動きは共同運動
の範囲

• 右上肢は前腕回内が過多

右が悪い

尻出し立ち上がり

1y7m

右股外転外旋荷重から体幹回旋し、股内転内旋荷重に変わる

左踏みしめ大

尻出し立ち上がり 左股膝屈曲
強い

左下肢伸展位もあり

右が悪い
尻挙げ座り
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膝伸展:
不完全
足底屈

9y5m 右股膝屈曲

前腕回外

チョキ

足ぶらぶら:
不可

鏡像
運動

前腕回内
外変換:
拙劣

前腕回外:
不完全

肘伸展:
 不完全
手背屈

前腕回内可
手屈

手掌凹み指3本:不可

14y1m

14y1m

右上肢
・股屈曲過活動
・分離運動制限
右下肢
・股屈曲過活動･下肢屈曲伸展常時筋収縮状態
・分離運動制限･下肢伸展共同運動常時筋収縮状態

左上肢
軽度な股屈曲過活動

左下肢
・股屈曲過活動

軽度障害でも
左上下肢の低形成は目立つ

右が悪い良くなっている印象
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右中大脳動脈梗塞（カルテ記事のみ）

hemiathetosis

・両股膝屈曲(左>右)
・骨盤前出し

・左股外転外旋
→内転内旋の共同運動

・左足内返し~底屈

・両肘屈 左≫右
➢ 左手は使わない
・左手屈は強い
・左前腕回内が多い
・左手指の鏡像運動肘屈あり

→不随意運動とみえる

左上肢
・股屈曲過活動･上肢屈曲常時筋収縮状態 強い
・分離運動制限
右下肢
・股屈曲過活動･下肢屈曲常時筋収縮状態
・股伸展荷重制限･下肢伸展常時筋収縮状態
・分離運動制限･下肢伸展共同運動常時筋収縮状態

左上肢
軽度な股屈曲過活動･上肢屈曲常時筋収縮状態

左下肢
・股屈曲過活動･下肢屈曲常時筋収縮状態

2y5m

3y4m

左が悪い

左視床･尾状核小さい

1y2m

・39w ・2d けいれん

・いざり11m →四つ這い 独歩1y6m

2d 3d
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8m

・右利き様 *肘屈曲のため、右の方が手口いれがしやすい→右手の運動学習が進む
・肘屈曲 右＞左

右手出し時は、体幹前傾し、肩屈曲を減らす
*上肢屈曲常時筋収縮状態の肩伸展に対抗するため

左手出し時は、体幹前傾しない

• 股屈曲過活動 右＞左
• 股伸展荷重制限
• 分離運動制限はなし

骨盤後傾

骨盤座布団状態

・股屈曲･膝屈曲 右＞左
・体幹屈曲
・股外転外旋
・足背屈外反  右＞左 *右足趾底屈

股屈曲過活動･上肢屈曲常時筋収縮状態
・肩挙上･内転･伸展
・肘屈曲
・手屈曲

右が悪い

11m

交互回旋いざり 股屈曲(右>左)

股屈曲(右>左)

V字バランス 右の方が股屈曲強い

右が悪い
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• 股膝伸展は左の方がいい
• 肘伸展･2指伸展は左の方がいい
➢ V字バランスを好む
➢ 手足の繰り返し運動を好む
➢ 過開口あり

右手･右大腿支え座位

股屈曲過活動＞股伸展荷重制限
右-左：重症-軽症

いざり

右前頭葉病変の症候は

右が悪い

1y6m

左利き

伸び上がり 右出し後
沈み込み

前に
倒れ込み

尻出し後立ち上がり
右が悪い
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伸び上がり

倒れ込み

左利き 尻挙げ座り

右股屈曲強い

右が悪い

↓錐体路病変

7d

1y4m

・39w, 6d痙攣，右小脳出血
・ 独歩 11m ・知的障害なし

右小脳半球下部

39
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白質容量低下程度より実質障害程度は軽い

7d

1y4m
停止性出血後水頭症

7d

1y4m

7d

1y4m

41
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3m

下肢
・股外転外旋 左＞右
・股屈曲内転も共存
・蹴るとき、左股内旋あり
股伸展荷重制限・股屈曲過活動

下肢伸展常時筋収縮状態 下肢屈曲常時筋収縮状態

分離運動制限(左)
左が悪いのは、分離運動制限が加重しているため

上肢
・肘の床上挙上少ない
・肩内転･伸展・肘屈曲(左>右)
・肘屈曲･前腕回外-肘伸展･前腕回内の共同運動(左)
左: 股屈曲過活動･股伸展荷重制限

＋分離運動制限
右: 股屈曲過活動･股伸展荷重制限

左股内旋

前腕回内

前腕回外

4m

下肢
・股外転外旋 左＞右
・股屈曲内転も共存 上肢

・前方挙上が少ない(左>右)
・肘伸展と前腕回内の共同(左)

前腕回内

43
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5m

右寝返りでは右股屈曲は緩む

左寝返りでは左股屈曲強い

股膝屈曲は左側が優勢となった

菱形下肢

• 両下肢に股屈曲過活動･股伸展荷重制限あり
• 左下肢は分離運動制限の屈曲共同運動常時筋収縮状態が

加重する
分離運動制限は屈曲共同運動常時筋収縮状態で発現

左上下肢の分離運動制
限は軽度あり

左股過屈曲
の膝伸展

6m 左漕ぎずり這い
右下肢で推進

1y0m

左立て膝 左股膝過屈曲

左股膝過屈曲
左股伸展少ない

左股膝過屈曲
股屈曲過活動と分離運動
制限の合体

左手の腹部掻き
肘屈･前腕回内で?
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1y0m
左股伸展寡少

体幹側屈

左へつたい歩き
右股外転荷重不良

右へつたい歩き
左股屈曲内転内旋荷重

左骨盤荷重後に倒れそ
うになる

股屈曲過活動
股伸展荷重制限
分離運動制限（左）

右利き early handedness

1y5m

前腕回内

上小脳脚の非交差

Petersen KJ, et al. Structural and 
functional connectivity of the 
nondecussating dentato-rubro-thalamic 
tract. Neuroimage 2018:176:364-371.

赤：交叉 青：非交差

Antonio Meola A, et al. The nondecussating
pathway of the dentatorubrothalamic tract in 
humans: human connectome-based 
tractographic study and microdissection 
validation. J Neurosurg 2016;124:1406-12.

Tacyildiz AE, et al. Dentate Nucleus: 
Connectivity-Based Anatomic Parcellation 
Based on Superior Cerebellar Peduncle 
Projections. World Neurosurg
2021:152:e408-e428.

Anteromedial: ほぼすべて非交差 nonmotor

Posteromedial: 半分は非交差 motor

Writhing期は両半球からの情報が要る
→股伸展荷重制限･股屈曲過活動

小脳半球病変は同側症候をとる
は間違い
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34w，脳塞栓c2y10m（病前は寝返り可、座位不可），独歩c8y4m，最重度ID

Kibe T, et al. Two concurrent chromosomal aberrations involving interstitial deletion in 1q24.2q25.2 and inverted duplication and deletion in 10q26 in a 
patient with stroke associated with antithrombin deficiency and a patent foramen ovale. Am J Med Genet A  2011;155A:215-20.

c2y10m c5y5m

右前頭部

c3y0m

・股屈曲･膝屈曲 左＞右
・股外転外旋 左<右

*股内転 左>右
・肩内転･肘屈曲･前腕回内

左の方が少し強い
→左上下肢分離運動制限あり

もともと股屈曲過活動･股伸展荷重制限 右=左
脳塞栓(右前頭病変)→左分離運動制限の加重

股屈曲過活動･伸展荷重制限の増悪は？

左が悪い
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左足を軸で回旋

c3y6m

右膝立て

右手を使う

左手を使う

菱形

左膝立て

左股膝屈

・左右差は軽くなる
・股屈曲は減じる

• もともとの股屈曲過活動･
股伸展荷重制限あり

• 右前頭病変により左分離
運動制限が加重する
下肢伸展共同運動常時筋
収縮状態は不顕性

✓ c8yで歩く

左が悪い

21 trisomy ・31w, fetal distressで緊急帝切 ・座位 c1y7m, 四つ這い c2y3m, 独歩 c4y7m ・重度ID

c2y5m

早産白質障害
と同じ

Down症候群の
小さい橋
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c2y8m 右内転内旋横座り
左股膝駆動

四つ這い時
左膝荷重時の体幹側屈大

腹臥位から座位移行時股外
転足前出し：
左は可、右は不可

左は
足底屈と背屈の共存

右で
テーブル登り

手押し後ずさり
（右下肢は垂れる）

右膝･左足荷重

右手で持ち
左手で律動的に叩く

手打ちつけ四つ這い
右の方が強い

左利き

右膝立てのつかまり立ち

・右が悪い
・股屈曲･股外転あり

(右>左)

右が悪い

c4y11m
いざり

四つ這い

尻出し立ち上がり

右足底屈 股伸展わずか 腰椎前弯

c4y11m

右下肢は共同運動あり

右が悪い
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c6y5m

右立脚左立脚

尻挙げ立ち上がり

・股屈曲過活動
・股伸展荷重制限
・分離運動制限(右)

下肢屈曲→伸展優勢

・股外転
・股膝屈曲あり

一般的Down症候群は股屈曲が強くないので、
これは白質病変の症候であろう

・右足底屈･内返し
・右肘屈･前腕回内

左先行
右股外転外旋･足内返し

右が悪い

・満期, 21 trisomy ・新生児期肺高血圧症，右側頭葉に頭蓋内出血（3dに診断）
・座位 2y0m, 四つ這い 2y3m,独歩 2y6m

・右側頭葉~後頭葉出血巣 ・右頭頂葉白質障害 ・左白質障害もあり(左側脳室拡大)
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1y9m

2y1m

・股膝屈曲 左＞右 ・肘屈曲 左＞右

左肘屈曲強く、左指を口に入れやすい

左股膝屈曲強い

・両側股外転外旋

左肘屈曲強い
前腕回外

左股膝屈曲強い

左肘屈曲強い

左股伸展できず起き上がり失敗

右足踏みしめ

足趾屈曲で立つ

・股屈曲過活動
・股伸展荷重制限
・左分離運動制限 左上下肢運動は共同運動

左膝屈伸少ない

左手前に出にくい

左が悪い

左手前腕回内

2y7m

左下肢は共同運動歩行パターン

左が悪い

• 左手使わず
• 前腕回内

左の膝ぶらぶら
は悪い

・股屈曲過活動
・股伸展荷重制限
・左分離運動制限
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発達期片麻痺の運動障害
• 厳密な片麻痺は存在しない。見かけ上の健側にも症候はある

• 錐体路病変があれば分離運動制限をとり、股屈曲過活動・伸展荷重
制限もとる。この３型の重みは症例により異なる

*片側前頭葉病変では、分離運動制限のがなく、股屈曲過活動･伸展荷重制限
のみ症例もある

*共収縮制御障害の片麻痺はなさそうである

• 分離運動制限の共同運動は、股屈曲過活動･伸展荷重制限の常時筋
収縮状態と合体したものとなる

• 股屈曲過活動・伸展荷重制限の症候と病巣と対応はつきづらい。
よって、発達期片麻痺は病巣で分類するのが実際的である
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